
取り組みの概要

[ 事業協⼒ ]事業実施平成 20 年度〜 意⾒交換や情報交換に市⺠等が参画

・講師の要請・派遣

・認知症サポーター養成講座の実施

【委託事業者】・認知症の相談窓口・講座の実施

【専門家】・講師をする

【市⺠】・学んだことを⾝近な⼈に伝える

全国キャラバンメイト連絡協議会のまとめでは、全国で認知症サポーターが1,200

万人を超えていると報告がされています。帯広市でも17,000人を超え、今後も毎

年サポーターを増やしていく予定です。

認知症に対する正しい知識をもつ⼈を１⼈でも増やすため、地域や職域で認知症サポーターを

養成することにより、認知症の人や家族が安心して暮らしつづけることができる地域づくりを

推進します。

⾼齢化が進み認知症の⼈が急増しているなか、認知症を理解し認知症の⼈や家族を温かく⾒守り⽀援

する⼈をつくる「認知症１００万⼈キャラバン」が平成17年度からスタートしたことをきっかけ

に、帯広市でも、それまで⾏なっていた認知症の普及啓発と併せて、認知症サポーター養成講座をス

タートしました。

サポーターのなかから地域のリーダーとして、まちづくりの担い手が育つことも期待されます。
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多くの市⺠が受講することで、認知症

の⽅やその家族を⾒守る目が広がる

強み

役割

協働の

きっかけ

協働のポイント

認知症⾼齢者⾒守り事業（認知症サポーター養成講座）

更に多くの市⺠、幅広い年代や団体にPRが必要です。サポーターとして活動したい人の活動展開・方策について、具体的な検討が必要です。

協働の

成果

特に認知症サポーターには何かを特別にやってもらうものではありません。
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認知症を正しく理解してもらい、認知症の人や家族を温かく見守る応援者になってもらいます。
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講師役の要請・派遣

認知症サポーター養成講座の実施

地域包括支援センター（委託）
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地域包括支援センター（委託）

認知症の相談窓口・講座の実施

市民
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学んだことを身近な人に伝える。

どんなことができるか考える。地域で、声

をかけ合う、さりげない気配り。

キャラバン・メイト
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保健福祉介護の専門家が講師役

ボランティア活動
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ボランティア活動

講座の実施

もっと活動したい人


